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摩
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.
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ソ
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萠

亦

；
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濟
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濟
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。
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^

感
：釋
及
び
想
像
：に

.
其
'
0:

動
一機
'
を
有
す
る
心
意
の
、連

'
動
を
取
扱
ふ

.
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ら
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葱
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：濟

を

論

じ

た

.
る

に

反

し

、後

*

は
主

i

し
て
國
玛
的
意

«| 

P

於
い
て
之
れ
を
操
辨
へ
る

0
,相
瑪
ぁ
る
な
り
。
而
し
て
ス
ミ
ス
に
在
つ
て
は
經
濟
學
は

f«

ほ
未
允
基
詹
敎
的
獅
；顧
.說
の
影
響

ょ

■力
完
全

-|
:

脫
'
却

.t
-

る
こ
士
を
得

.
ざ

り

し

ミ

：
雖

も

、彼

.れ
の 

後
を
承

.
け

る

：f
.

利
在

.

_

的
.

■

濟
學
は

#

偷
理
的
不
可

■

論
的
、槪
念
；に

‘
指
.
導
#

ら
る

 

>

'も
_.の
 

な
う
'
き
4

威
覺
法
雜
は
正
，さ
：に
：

て

.

の，
4

の..な
 

>

 
き
。

第
十
九

.#.

紀
.
後
^

の
®

#

‘
®

想
^
 

事
實

J:
;
.ソ
ク
ラ

,

ス：：

學
：派

®

影
一
響

*

:

る
"

こ
i

;
極
め
，て

»

少
•
#
,
せ

 

一?K

る
_

«

.^
ら

く

與

論
 

な
‘

所

：な

る

可
'
し

::
1

0

‘

 ̂

M

 

L

„
 

^
 

^
 

S

0

^

る

マ
1

カ
ン
.
.チ

リ

ズ
-

今
^

時
：■

に
於
ぃ
て
へ
國
家 

的
.經
：濟
.
間
®

を

論

ぉ

れ

る

新

：興
：：
1

虜
階
パ
_

の
闘
士
が
多
く
ァ
-リ
ス
ト
オ
ー
グ
レ
ー

ス
の
權
：威
に 

麻

靡

す

：る
；所‘
な
か
：：々

し
：

K

及」

び

例
：：

太
；；.利
：興 

に
，
於
.
い
て
一
は
.
第
；
辱

階

；解
i

し
■

次
_

に
；.其
务
地
歩
を
固
め
た
る
市
民
階

»

.

は
.
遂
に
封
建
的
國

> 

家
を
搜

#

4

0「

婢
れ
等

«

*

,
の
*

^

士
自
由
；ど
が

.
舊
特
權
階
鉍
に
.ょ
り
て
奪
ひ
去
ら
れ
た
る 

も
の
士
攀
め

.

た
：う
：。

：

彼
.れi

等
_

«

上
爲
の
法
制
に

-
對
し
て
自
然

^

を
‘
對
.
立
.
.せ
し
め
た
彡
。

ジ
ョ 

r

ロ
ツ
ク
は

.A

は
本
來
自
曲
に
し
て
又
た
平
等
な
る
も
の
な
り

J
V
J
.

主
張
し
、ア
レ
ダ
ザ
ン
ダ

! 

ギ

.1
”

:̂

は「

自
然
の
狀
態
は
神
の
御
代
な

$

き」

ど
歌
人
う
。
_聖
ト
マ
ツ
メ
•ダ
キ
ノ
の
寧
徒
に
.取 

i$
:T

は

自

然

法

：
は
，
當

に

人■
法

：の
；a

想
な

&

き
。

然
る
に
ジ

.

.ヤ
ン
•ジ
ヤ
ツ
ク

•

广.-ツ

ソ

I
.
.
.の；流

.

.を

.

.

笫

ニ

十

Is
 

C

九

)

：

ry
.

ス

ト

オ

デ

>

1

ス

經

濟

學

の

凝

點

 

？

敬

 

九

.



'•
'

..

第
二
十
‘
1

5
 

C

1
〇)

ア
リ
ス
ト.ォ
：.デ
レ
丨
ス
辋
濟
學
の
：.疑
點

 

第I

號

1

0
 

\ 

:
 

.
-
汲
.め

る
^

-'
^

M
.
K
U
て
.は
‘自

然

法
.
.は
.：全
.然

人
.
法
を
排
除
す
る
に
ょ
り
て
到

.達
4

&

る
可
き
：趣
想

ビ

.爲
れ

t

這

W

の
對
立
找
偫
，

'に
フ
ィ
ジ
ォ
タ
ラ
ア
ト
學

.派
-
の
；著
作
中
に
在
り
て
顯
著
な
る 

も
の
ぁ
る

.

.を
見

.
る
。
''

斯
ぐ

§

如
き
時
代
に
於
，

.
い
て
瓞
れ
る
古
代
哲
學

.
は

又
.
た

僩

人

.的

自

丰

的
 

_

向

；の
：發
_
生
に
由

.る

.政
：治
.：的
1[
:

會

的

頹

廢

領
^
^
^

:-
0
.
.
.
上

:{
1

s-
nk
,せ
.，ん

.こv

を

^

め

/2
.̂:.ア

 

'リ
iス.ト
ォ

 

'プ
レ

I

.

.
ス
0
哲
學

.よ
り

_も
、寧

.：.ろ
國

.
家

.

.
^
'
拘
 

:

柬
を
脫

.却
し
て
個
人

.的
生
活
の
完
、成
に

]̂
へ
る
ス
ト
ア
铒
學
な
り
き
。

.

而

し

て

中

世

末

：
の

‘
經
 

0

的
大
變

.励
の
時
期

'に

.於
：い
で

®

#

A
び

K

易

.
Q

間
題
が
發
生
し
來
れ
る
畤
に
於
い
.て行
は 

れ
た

I

り
も
、苋
ら
に

 

一
»

の
：熱

^
を

：：

以

つ

て

第

十

九

世

紀

.初
期
の
政
治
家
及
び
商
人
は

W

び
：
.同
ユ

の

間

題

：
に

與

の力
，を
：法
げ

：ぅ
？
.
而

も

彼

れ
等
蝝
 

ぶ

こ
i

極
め
て

■ 

'

■

.

 

' 

'

:

.

■

.

.

 

…

»

少
^

り
し
も

.の
な
-

C
V
O

:

然
れ
ど
も

ソ 

>
 
ラ

ハテ
ス

學
派
の
經
濟
：學
献
は
古
；典

.的
®
濟
學
者
に
ょ
り
て
岡
：却
せ
ら
る
、
 

こ

V
J

大
な
り
し

.だ
け
其
れ
だ
け
：一
部
の
.反
動
的
經
濟
思
想

.
家
の
上
に
深
甚
な

'
る
'影
響
を
及
ぼ 

せ
る
の
事
實
は
吾
人
が

.

.近

ぐ

雜

：墙

思

想

あ

爲(-
執
 

る
所
な 

.り
;0

此
の
小
篇
は
初
一
め

ょ

り
し
て
編
輯
者

.

.

に
：：

ょ
b

-T
;四
1*

字詰
：：

ニ
'
十

：

枚
：：

を

限

：
度

：
ビ

し

：
て

依

«

.
せ
ら
：、れ

；た

る
.
も
の
'
:に
し
：て
、再
數
：の
制
：限
は
佘
を
し
て
充
分
に
論
述
す

る

の
f#

裕
：を
有

'
せ
，し

.め 

ざ
6

し
牟

,

も
、而

毛

莫
0

中

，に

於

い
.
T

略

々

，後

：
.世
'
:の
經
變
思
想
の
土
に
及
ぼ
せ
る
希
臟

_

濟
，
 

學
說
の
影

#

を
論
述
せ
う
。

當
時
吾
人
は
何
：ほ

4

改
造」

新

年

，號

を

接

.手

せ

す。
.

.從
'
'つ

て

同

：篇

中 

に

於

；い

て

は

福

：田
|#
士
に
答
ふ
る
こ

V」

能
は
ざ
う
し
な
う
。

吾
人
は
決
し
て
力

1

ルー•マ
ル
タ 

ス
，
ギ

：共
”
！i、

K
?
:

ス
ト
：.オ
タ
レ
ー

：ス：に：
'對

し

て「

偉
‘大
な
へ
る
餅
'究

者J

思
想
界

」

の
巨
人

.！若

.
し

，く
は

「

古 

代
.
の
*

木
思
稱
象

」

な
る

'
最
上
級
の

.
'尊
稱
€

献
ぐ
る
こ

-
ミ
f

拒
む

-
も
の
に
：非

^

。
筆
人
：は

「

決
し 

.

T 

 ̂
±
 

0
,
$
.
 

 ̂

^

^

 
 ̂
ト
オ
テ

レ
-
-

ス
を
克
麟
し

.

.終
：
り
、
 

#

り
去
る
も
の
：に
非

^

?

®

人
は
喷
り

f

れへの
.
み
：«

ら
:̂

ソ
ク
ラ
テ

j

學
派
の

.
等

濟

學「

麻

が 

斬

だ

，
に

現

代
.に

，
舉

れ

(

る
！
の_

貴

：
を

論

；
め

、
又

：
释

^
^
^
 ̂

に
於

.
い
.て
彼
れ
等
を

®

ら

しむ
.： 

る

、
の

.
：

必

：要

：
も

る

を
.
#

^

-
 

♦

 

奢

人

：
は

.：
：
唯

#

:
導

に
.：
近

：
世

，的
經
濟
學
が
ア
リ

.

ス
ト
ォ
，グ
レ

I
 

'ズ 

'及

び

；ス

コ

，ラ
®

學
ii
,對

：す
ノ
る
反
抗
，の.

(

時

代

に
.

_

の」

萠
.

ff

を

發

せ

，，る
も.
f
レ

稱

し

た

る
.の
み
。 

菩
人
は
ア
リ
ス
ト
.オ
ク
レ

1

ス
を
問
却
し
、滅
却
す
る
こ

v
j

な
け
れ

.ば
-

ヤ
そ
、自
己
の
不
敏
を
顧 

み
す
し
て
婢
れ
を
研
究
す
る
な

5

。

若

し

何

ほ

疑

，ひ

ぁ

ら.
ば「

乞

A
0
窓
.淨
儿
の

下

、
心.を
靜
か 

に
し
：て

」

吾
人
の
女
：を

45

讀
：せ
ら

'れ
：ん

ニ

？

を
^

む
。

.

笫

U

屮

V
I

卷

C
1

1

 

>

 

ア

\

ス

ト

太

デ

レ

：
！

ス

襲

學

の

疑

點

 

E

:
锶

 

ニ



第

1
1

十

二

卷

C
1
ー
一

)

ァ

V

ス

ト

す

'テ

レ

-

ス

經

濟

舉

の

i

 

I

城

ニ

ー

■. 
■

三
：

.

.

,

;

.l
l

:B
I

1f
:
±

は
•河
.
上
，肇
氏

X

び

官
川
實

is
P

P

.文

に
.
ょ
.
.
^
.て
長
：々

ビ

マ
ル
ク
ス

「

資

の

：
一
 

部
*

'

_用
、し

5 1

ら
に
同

tH

9
同
一
部
分
を
高
帛
，素
之
氏
譯

.
ょ
り
ff
i

ね
て
引
用
し
、以
て
余
が

「

f

年

力
.
1

ぐ

マ

ル

ク

.

.
ス
',
'
は
、
ァ
ジ' 
ト
ォ
..テ
レ
'
丨
ヌ.■の
.如
.
き
大
.思
'想
家
す
ら
、交
.換
.せ
ら
れ
た
々
物

#

&

有
t

る
：：

0

覜：：

ぁ
I

通

，
有

的

要

素

及

び

交

易

：
が

.
一.
見

、
是

'
れ..等
.の
.も

の

を

し

て#

 j

の

靖

業
 

肩

し

：：
む

「

名

揚

：如
—

轉

章
|?
.由

>

て
迷
'
,は

さ

れ

た

る

の.事
.實
.に

注
.意

，
を
，
^)

け

た
i

云

々
i

l

H:へ；：： 

#

ギ

以

て4
決
，ん
て
マ
ル
ク
ス
を
疋

.し
ぐ
傅
へ
た
も
の
で
な
い

-こ
ビ

.は
、私
に

M

い
て
、
^

こ
れ
..を
 

:

辯
：
^

#

“

#辨
出

.
0
,兩
，_

文
を
、少
し
ぐ
注
意
し
て
一
讀
し
た
人
々
の
、直
ち
に
氣

#

ぐ
？
こ 

ろ
，で

#

£

:ぅ」

-

述̂
：
^

ら
'れ
爸
り

0 

.佘
は

®

士
-の
引
用
せ
ら
，れ
た
る
兩
日

’本

^

に
ょ
り
て
マ
ル 

ク
ス
の
所
.說
：を
.興
：讀
.一
ニ
論
す
る
に
及
び
.て
*
層
余
，が

.マ
ル
ク
ス
を

‘誤
饋
せ
‘
る
”
.も
の
.
に
非
ざ
る 

こぐ.茺
を
'知
れ
：ぅ
，
:'
:

.-
乂
.
.
' 

:

ぃ
 ̂

■ 

.

、

-

ァ

v

レ
丨
ス
は
：：貨

_

が
尨
度
，表

#
:
.しへ
'
:ぐ_
«
.
物

 

一
m

位
を
'以
つ
て
則 

^

 
^

 

0

 

^

Ivr
:
化
す

’
る
も
の
ど

.舰

た

と

V

彼
れ
-日 

1

^

0

^

 

<

 

^

 

^
 

ん
.ば
^

換

碱

：可
'能

な

ら

ざ

*

る

苛

，
ぐ

ボ

し

、

.

て
：：同

：：：

ー
，
單«

を
以

^

:
そ
.
泖
_

ら
れ
得

.
る
も
の
た

.

.

.ら
：
L

め
ら

る

、

の
.
可

：
能

.
性

な
 

•

ぐ
.沒

：
ぼ#
"

ニ
化

.
は

，
可

能

な
-
ら
.ざ
.
.名

諸

し

而

し

て

彼

.れ
-
は
、嚴

.密
に
言
ベ

■
ば
,

U

 

<

相
違
.‘せ
 

:各

：諸

資

物

を

し

そ

：比

」

.較

测

定'
し
将
ッ
る
：
$

 

し

む
.

る

は.
不

可

能
.
'な

う
.：
ミ'雖

，
も

、
實

、
際

的

；

.目
的

. 

0

1爲
：：

多
に
ゆ
略
々
之
：れ
を
能
ぐ
し
得

i

 

，、
し

思
M

せ
り
。
’

是
.
.に
於
い
て
天
或
：る
ム

.
の
標
：準 

は

存

在

，せ

ざ

る

を
.得
す
。

而
し
て

:̂

は
：因
襲
の

.結
果
.
.ど
し
て
決

.
定
せ
ら
れ
ざ

i

を
，得
す

。

-
r 

リ
"
ス

ト

.：
オ
夕
，イ
ー
ス
：は
、

I

切
の
生
產

i

^

i

ハ
定
せ
ら
る
可
き
典
通
の
檫
傘
を
以
：

'つ
：す

「

需
.要j

な 

り

士

覜

た
.

—

う
o

而
：.
し
.て
彼
れ

の

所
言
：：に

'
從
‘
.
へ

ば
、!«
幣
は

‘
因
盤
‘に
寸
り
て
設
定
せ

ら

れ

た
る

0 

_

.

の
_

_

者
.

0I 

,
0
さ

見
ら

.
る

：可
き

も

.

の
な
々
。

總

.V

て
の
物

.は

貨

幣

に

ょ

り

：て

测

定

せ：
4
 

.

る

、

.

が

故
に
、开

は
あ

ら

ゆ

る

.物
#

を

し

て
比

較

测

定
.
.し
.
得

可
き

も

の

た

ら

し

む

る

な
り

。

，
斯 

ぐ

て
吾
人
が
腕

.
に

言

へ

る

が
如

ぐ
、ァ

ジ

ス

ト

ォ

テ

レ

ー

ス

は

一
方

に

於
い
て
は
貨
幣
赠
俥
め 

:

動

搖
す
、る

_

實
を
認
め
、矶
方
に
於
て
は
著
し
く
相
違
せ
る
諸
貨
物
：を
し
..て
同
二

單

位
管
以

；
t
 

' 

测
定
せ

ら

れ

#

る

■
も
の
た
ら
し

^

る
へ
を
.

不

可

能

，な

り
ミ

認
め
な

が

ら

、貨
幣
の

■

値

を

■以
つ
！
て 

他
、に
，
比
.し

て

：著

し
‘ 

く 
•，安

定
.
な
.

る
も
の

ビ

看
做
し
、實

g
,

上
必

聚
々

‘
る
限
.り
に
於
い

.
て
は
貨
幣
‘が 

'
熊
f

«

通
の
.尺
度
探
た
る
こ
ど
仝

承

認

せ

る
な
う
。

(「

社
會
科
學

研
究
渔
第
ー
卷
策
三
號
所
栽

前
揭

-
第

ニ

.十

二

卷

c

1

H

)

 

‘

ア

リ

ス

ト

す

デ

レ

ー

ス

經

濟

學

の

疑

細

 

第

一

^

一
，
三



第
，

1
1

十
二
卷

> 

C
1

四〕

r

v
ス
ト
方
テ
レ
一
ス
經
濟
學
：

0
.疑
點'

.

.

m

i輝 

一
四

:

農

：，
四
i

—

s
.
,
I
l
.
s
o 

パ
、

'

.
而
も

.
マ
ル
.

ク
ス
を

.

.以
て

®

れ
ば
*

ァ
リ
ス
ト
ォ
テ
レ

.

I

ス.
.はr

交
換
は
等
ア
な

1
く

し

：
て

ぃ

存

在

，
し 

将
■
る
£

な

夂

築.4
:

は
通
約
锥
な
；ぐ
し
そ

.存
在

.
し
得
る
も
の
に
非
ざ
る

」

てしを

(

指
：摘
す
：

4

點
.に
其 

の
步

-
を
停

.
め

.
、
て

、
(

商
帛
，氏
譁

•「

行
き
«

,つ
：：

て
し
ま
つ
て

y
©

値
形
態

.
の
.

ょ
ぅ
以
上

0

,
分

析

を

，：放「

寒

せ

：
 

る
も
の
，なハ

b

。

彼
.
れ
.
.
.
.は
.
斯 
<
 も

：：

多
'
稱
多
'
轉
な
る
物

‘
が
-

同

1

單
位
を

-
以
つ

T

-

1

せ
ら
れ
得
べ
る 

a

 

|
.

摩
食
以

.
て
.
.實
.
.際■

上
不
可
能
な

K

 

i

_

じ
な
；が
ら
、

m

耍
の
代
理
者
た
る
慮
幣
に

.
於
て

.r

實

0 

.
的
^

ー_

0

»

德
承

_

?

し
7

て
*

1

の
：尺
；
.

«

を
*

.
出
せ
る

.
な
-
り
。
.

ァ
リ
.
ス
-
ト
木
タ

' \

 

I

ス
に
從 

へ
-
ば
、需

.學
砵
實
に
，：

.
凡
'

ゅ
る
商
取

^

^

接
.
.合
し
、
11
:

會
を
結

.
-合
す
る

.

*

^

ト
/°
^
.|®

ル'ク
ス 

を
以
て
觀
れ

.
'ば
、彼
：れ

シ

此

の

，霉_

の

蠻

藤

的
/
必
.
.要
の
應
急
手
，段

」

/2
る

、

代
.
理
者
を
：貨
幣
に
求
む 

る
；
|:
:

^

め
て
遍

^

:

擇
値

.
の
^

^

に
於
；て

«

、一
切
の

/

勞
.
働
が
等

i
‘

な
.
る(

為
間
勞

«

ーミ
'
し

：て
、即
：
も 

同
：じ
«

打

ネ

も
..
0

ビ
：
し
：て
、
言

ひ

现

？

る>

ぢ
ぃ
ふ
辦
實
を
ば
、領
値

.

#

^

そ

れ

，
自

：
身

の

：
尹

か

，
を
 

看
-

1

す
ぶ

(

高

：
卑

氏_

を

：
，
将'̂
り
し
點

.
に
，
於
.い
T

ァ
リ
：

^
 

 ̂

I

 

^
 
^
0

$
. 
 ̂

K
v
o 

.

W
し
. 

て
_

徹
、ァ
タ
ス

'

h

ォ
タ
レ

1

ス
：：

の
*

き
®

腦
を
し
て

^

ほ
.
.迷
.
は
.
し
.
め，た
る
原
因
は
.マ
〃
ク
ス

に
從
.：へ
.

ば
.務
雕
の

&

會
：か
知

»

勞
.働

,(
:」

.立
”
脚
し
、人
類
及

.,̂

然
-
的
，基
礎
と
せ
る
の
取
實
な

k

し
な
ぅ
。

前
揭
論
文
中
に
於
け
る
吾
人
の
所
言
が
簡
略
な
、 

し
は
*
吾
‘
人
^

特
へ
(5
:

^

リ
：：ス
ー>

オ

《

レ
I

ス
i

マ
r

ク

ス

琴

：の
»1

係
'
を
.
述
，ぶ
'

る
-

を

以

。
て
主
服
ぐ
し 

 ̂

■,
 
0 

 ̂

^

ス，が
、ア
リ
ス
ト
ォ
テ
レ

ー

ス
は

«

値
：的

«

念
；
 

缺
；如

：：

の
.
爲
：
や

に

其」

の

务

：柙
に
ハ
於
い
七.

_

»

を
.
來
せ
る

.
の
事
.
實
を

.
注
.
意
せ
る
こ

i

を
'
舉
示
；せ
る 

に
止
表
る
タ

:
吾
泰

©

_

度
，に
ー
は

f

lf

-士
の
言
ふ

 

'が
如
く

」

彌
次
，馮
的

」

な
.
.る
所
な
し
。

-:

吾
人
：は 

マ
水
：ク
ス
を

「

ひ
い
；
き

」

し
た
る

..
こ
€

び
レ

o

從
つ
て

.
又
た
，彼
れ
笔
引
倒

.
し」

た

る

こ

士

：

な
：：

し

タ

地 

T

0

7

火：ク
ス
は

■
前
.
揭
-
の
小
論

.
文
.
に
ょ
り
て
恐
ら
く
何

.
等
'

の
速
惑

‘
を
-

も
感
ず
る
こ
.士
な
か
る 

可「

：
し

？
：
,.
:
|而
，も
！吾
人
は
此
の

' 

點
に
ぃ
於
し
戈

#

ず
し
も

.
マ
ル
ク
ろ
を

#

定
■
す
，る
-

も
-
の

に

：
_

:

ず
。

S
 

A

r

に

：
しf

巷
し
此
の
點

‘
に

-
.
於

い

て
■

マ
.パ
ク
ス
を
.論
す
る

.
ミ
せ
.
ば
、果
し
て
家
屋
が
寢
床
及
び
家

.

霉
の
"

兩
考
に

.

於
い
"

F

«

:

»等

T

m

6

i

§

代
^
巍
_

る：痕

(

ト
(0
,

翁
い
七

_

床

名

'.對

比

じ 

は
-
等

一

な
る
或
る
物

.即
ち
人
間
の

.
勞
■働
.
.を
代
表
す
る

.も
の
.

な
り
や
否
や
、又
，た.ア
リ

ス

ト

ォ
テ
. 

>

.

'

1

—

觀
作
る

.
希
嗥
の
社
會

^

果
し

.
て
。事

«

取
«

.
勞
働
に
基

.
礎
:̂

有
し
た
る
や
，

.
否

や

を

..檢 

討
せ〈

ざ

，る

を
.
得

ざ

る
.
な

ぅ

。
 

. 

ニ

へ

'
.
:
丨 

.
"

,
'■
••
•

:

:

- 

:
:

:■—

:
'■
.
.
.
.
.
. 

.
'
. 

,
 

:
 

'.;.
 

:,

塑

1
-

K
1

從

、

■

(

 

1

苹

>

'

 

ブ

.
リ

ス

ト

.ォ

デ

レ

|

ス

紙

濟

學

の

.麓

-

 

第

.
ー

號
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第
二
十i
 

.

(

 

H
e

)

ア
リ
ス
ト
ォ
デ
レ

.
丨
ス•罄

學

，
の
.疑
點

 

第J

耽

ニ

、

- 

福

.
田德

三
.»

士
は
•佘
の
前
揭

小
研
究
を

.
贬
せ
ら
る
、

i

.

共
に
、「

今
、露
國
經
：濟
學
界
に
於
い
て
、
 

ユコラィォン

f t

以後の

.
第

！
人
考
ビ
認
め
ら
れ
て
ゐ
.る
ゲ
レ
ス

ノフ

«」

の
論
文
を

B

場
し
、
 

併
せ
て

.佘
，が
片

K

费
.語
K

れ

に

言
-及
.せ
.
.ざ
り

し
'.

こ
士
を
怖
か
ら
れ
た
ぅ
。
余
は
固

.
'ょ
hy.yM
.

7

良

他

人

：の

作

毐

艮
1

料

て

自
_

^

^

.
ず

？

-

ゲレスノフ氏

.
の
.論
.
'文
は
恐
ら
ぐ

^

の
-
學
間
的
檟
値

.

に
.於
；
.
い
て
余
の

.
其
れ
に

.比

.し
f

化"

.以

-
上.
に

大
.
な
.

♦
も
.の
：
ぁ

ら

ん

？.

然

れV

も
同
氏

.の
論
文

.：■が
、句
も
.ァ
リ
ス
ト
ォ
タ
レ

丨

.ス
の
經 

へ
濟
.學
說
を
論

.

.す

.

.
'る
者
が
必
ず

?1

用
し
言
，及
せ

T

C
る
を
得
ざ
る

'̂
.
で
に
偉
大
な
る
傾
猶

'
ぁ
•る
も 

の
：な
り
：
t

、
吾
入
は

.
公
平
な

.
る
學
者

0

V
後
P

の
.
判
斷
：を

.
待
た
,ん

.
ど

す

.。
，

:

睜

.士
 

'は

^

.

た 
>
吾

入

が

ャ

へ

ネ

ー

や

ハ

ト

ブ

ー

グ

ア

ー

« -
.

0

'
轉
書
.
ま

.で

も

、無

數

縱

横

に

列

.
記」

せ
.

る
 

こ

ビ

.
に

堂

し

で

非

»

的

ロ

氣

を

：漏

'

さ

れ

-

た

ヶ

？

余

は

•
.
へ

ネ

ー

、
ト

ソ

f

ゲ

ア

丨

の

®

氏

が

不

幸

 

に

^
 

T
 

P 
^
 

^

T
 

0 

ら

れ

た

る

が爲
め

に

.
、博
士
に
ょ
ぅ

て

、輕
.
m

Ii

せ
■.ら
 

.れ
"
其
：の

^

作
：
#

.

«

「

つ

：
て_

書

」

？

嘲
^
 ̂

、

に

茧

ヴ

た

.

.
る
の
不
運
に
同
情
せ
ざ
る
を
得
，

す

。 

r 

 ̂

Tは

自

か

ら

論̂:
、
ら

ん。
.

然

も
同

#

は
.

事
.々

/
だ

る
 

英
.
文
_
濟
學
史
若

V

し

ぐ

は
«

濟
：思

.想
史
'
上
；
^.

著
#:，

於

S

 

:
:て)
陳」

も

.|
|

作 
.
る

む
.の

ミ

で

我

招̂

^

^

^

^

^

類̂

^

^

» 

.

.

.

-

が
'

國
；に

.
於
：.
い
て
.：；も、
»

の
.，鑛

^

少
.
な
か
：ら
す
。

我

.
が
慶
.
應
義
勢
に

.：於
し
：
て

も

曾

っ

て

小

來

信H
 

敎
K

「

に
.

ょ
臭

て

，®
,
.濟

學

埃

»

.

#

♦§

し

て

使
«

せ

ら

れ
^
 

.
9
0 

.

從

つ

て

-J
t

の
.
所

.說

に

養

は 

れ

枝
i

入
i

:

多
か
：：

ら
：：

ん
ノV

思
'
ひ

て

、

同
，：

庆

の

論

述

中

：®

人

9

賛
同
し
難
き
點
を
擧
示
せ

‘

る
に
.於 

し
^

炉
"

の
不

^

々
.
之
_
れ
^

ら
ん
、。

.

#

し
-
夫
れ

.ト
o
y —

グ
'
:ア
ー
氏
の

.
著
.ff
i

に
.，翌
り
て
は
«
»
最 

も
"
少
な
、き

.
も
®

'

、

I
:

に
：し

“

て
、
®

人
.
は
幾
多
の

.
點
に
於

_
い
て
.
同
氏
の
所

.
論
に
不
滿
を
感
じ
な

♦

か

一 

ら
、同
成

.の
研
，究

^

(

導
か

(

れ
そ
，多

.

*

:保
务

.
便

宜

を

得

た

此

の

«

は
te

に
一
谷
ロ
彌
五
郎
氏
の 

「

希
'
臘
經
濟
舉
想

»

論」

に
上
ぅ
て
明
快

.
な
る
紹
介
を

_
試
み
ら
れ
た
る

'

の
•
み
な
ら

す

、
福

tu
If

d:
其 

の
人
.
の
校
：閱
を
：經

「

.て
、「

靡
_

:

研
淹
_

-

黎

第

I
,

號
.
に
揭
げ
ら
れ
な
る
へ
梅
化
木
初

.
贝
の
研
，究
.論
文 

「

希
.
臘
經
濟
思
想
槪

.觀」

に
ょ

>

T

依
據
せ

6

れ
た
り
。
梅
北
氏
は

‘
如
の
論
，：文
に
附
記
し

I「

本
^
 

を
^

す
.

る，に
當

V
，

を
幸
考
し
た
‘所
^

多
'
:い
J

S
言

明
#

ら
れ
た
り
。

If
‘士

は
®

だ
.に
自
：己
の
指

*

の
下
に
仞
>
し 

梅
北
氏
が

'主
ど
し
て

『

卜
リ
ー
グ

.
ァ
輩
の
雜
書

」

の
.論
述
方
法
に
據

b

て
、：g

の
論
文
を
草
せ

.ら
，
る
 

:

振
を
厭
：許
せ

“

、
の
み

.な
ら
善
、之
れ
に
自
ら
挾
閱
を

•施
.し
、
*
の
®

の
.
一
半
を
分
っ
て
、我
が 

最
：高

：：

學
：翁
の

.H

vts
る
東
京
商

f
 
.̂
學
の
 

>機
關

.誌

.：.上
に
之
れ
を
揭
敬
せ
し
め
な
.が

じ
.き
入

第
'

1
1

十V
I

卷

(」

七

)

アH
.

テ
レ
丨.ス
經
濟
學
の
.疑
點

 

浓
S 

一
 

セ

_



■J

M

v

ア
A

卜
I

K

—

'

ス

ー

經

濟
s

疑
.點 

第

一

號
 

一

八 

、の
.

同
.
わ
.き
箸

#

が
偶
々

.佘
に
ょ
り
て
引
用
せ
ら
れ
、批

評

せ
ら

れ

た
り

.v

て
、之
れ
を
顧

.み
：る 

値

せ
ざ

る
輕
锻
の

雜

文

視

せ

ら

る

、

所

以

如

何

。

H

は
/

,
ば

與

卩

㈱

か
ん
。

.

:

 

.■

五

■■ 

■ 

■ :

 

-

.

 

■ 

. 

■

:

:

 

.

'

tf

士
ば
又
た
、余
が

「
ハ
.
リ
ス
ト
ォ
テ
レ

1

ス
は
周
‘到

0;
注
.愈
を
以

’
て
、正
義 

妁
0

-*

れ
ビ
補
疋
的
の
其
れ
ビ
做
せ
う

」

ど
斷
言
し
な
が
ら
、數
頁
の
.後
に
至

し
て「

庇
_

0.

如
く
、
分
配
的
疋
義
は
吊
略
孫

る

に

、
を
換
的
正
義
は
雨

^

ょ
り 

V
J

 

一
 K

へ
f

V.
J

稱
し
て
、激
し
ぐ
余
を
非

.
雛
せ
ら
れ

-
た
b
 

o

佘
は
陴
士
に
ょ
り 

る
余
自

#:

の
文
章
を
鑛
み
て
、背
汗
王
斗
の
思
を

.な

.せ

P

O

蓋
.し
余
が
免
何 

す
'
:る
、も

4

_

的
正
義
は
、然
る

.
S

換
的

IE
*

は
^

'

々
ビ

言
ふ
が
如
.き
不
思 

し

蹲

る

も

な

き

が

_

、雜
誌
、揭
載

'
‘

Q
.

分
一
に

.

5

3

る
‘
可
き
課

.植
の
存 

像
せ
も
が
故

(

な
^;

。
へ

然

：
れ

ポ

も

佘

.
は「

社
#

_

學

研

究」

第
.i

卷
.第

三

，號

を

取
. 

せ
•

れ

た
'
る
»

:
を

開

.く 
'に
0

 ̂K

安

.，心

せ
&

o

.

.

.闾

頁

，に

は

明

か

に「

旣
.述
の 

は
幾
何
學
，的
比
例
の

原

則
上
>

9

出

¥

、«

正

的
1£
_

は
*

.

辦

的

均

例

，
.
の

其

’
れ

:

を

®
、別
：し

：
T

分
配

. 

1
三
七

0
、突
如
ビ 

生

^

る

も

の

な

.

，

C
V
」 

て

引
.

■

せ
'ら

れ

た

に

M

文

家

な
 

議

な

る

文

®

を

革
 

し

.

た

，る

も

：の

.V
J

想

ぅ
.

て
.

W /
. 

士
.
.，の
；'

擧
'
.一
小

. 

如

ぐ

、分

'

亂

的

：
疋

.
義
 

よ

り

發

す

。

然

：る

に
交
換
的
疋
義
は
兩
者
ぶ
ヴ
生
ず

♦

ものな誌.

されつぁ

る
.
な
.

然

ら

ば
余
へ
供
解

士
贫

言

は
：る
、

：
が
'如

ぐ

、
突
一
：
如

ぜ

し

'

て

何

，等
へ

前

後
.の
.

關
.係
^
 

く

、辞
に

「

交
翁

的
IE

,

義
」

な

る

も

の

を

.

揭
>

げ

た

：'

る
'や
 

o

'

.'.
'

 

^

.

v

,

v

.

.

.

-

w -

士
は
余
を
難
じ
て
日

S

ら
ば
、氏
は

.

『

流
贩
の
正
義

』

X

た『

交

換
g

JE

義』

の
別
に

.つ

い

，
て
、
何 

故
初
め
に
斷
り

®

か
_

!>
';

.氧

。

_

論
の
央
に
前
後
何
の
聯
も
な

.く
、俄

.
が第

2

に
、正
義
た 

る
巧
交
蹲
的
正
義
喊

&

翁

ょ

り

生
す』

C

放
.言
し
、而
し
て
、蕺
も

.其
の
跡
始
末
を

#

け居ビ。

：

 

(

此「

中
文

(-
:

ッ
こ
そ
誤
記

.：巷
以

^

:
は
讀
植
ぁ
る
が
如

'
.し
0

傅
士
ょ
、願

(

は
、遡
り
て
僅
か
に
一
馨 

線
る
の
勞

5?
:

條
ま
る
、
勿

.‘れ
。

.其
處
に
は

.
ァ
リ
.
.ス
ト
ォ
テ
ー
レ
ス
は

「

.I
E

義
.は
報
復
な
ぅ

」

ヾ

」

傲 

ず
0 -
>
.寒
#

0

不
.逾
#

#

へる
»

辑
ゼ

»

明
.せ
り

'

*

-む
、而
も
交
息
的
結

.

.

.合

.に
在

^

て、此
の
稱
の 

正
.義
、即
ち
平
，等
に
基
ぐ
、

i

v

.な
ぐ
、比
例
の
原

®

.
に
，從

.

.へ

.る
報
復

が

船
：.合
の
綳

v
j

し
て
作
用
す 

な
娇
與
を
論
述
せ
る
群
を
記
ぜ
ち
丄
三
五
贾

}
。.
而
し
て
三
十
七
珥
に
至
り
、此
の

「

報
復
若
し
ぐ 

は
：報
償
の
法
則
、換

.
言
.
す
れ
ぱ
、交
換
的

JE

義」

が
分
配
的

.
正
.義
及
び

'
補
'正
的
正
義

i

興
な
る
點
を 

释
げ
た
る
な
一
ぅ
。

何0

突
^

か
ぁ
一
ら
ん
。

何
の
卒
爾

.か
ぁ
ら
ん
。

-

奰
如

」

は
唯
り
、
®

然
K

を
級 

f

で
、禅

S

に
寧
目

■

■

»■

指
.摘
.す
.
る
の
人
に
の
み

.感

.せ
ら
る
、
所
の
も
の
な

^

^

吾
人
.が
发 

に
#

角
'綠
_

を
®

げ
た
る
が

.

.如

.
き
は
，決
し
て

.I®

學
を
銜
ふ

^

爲
め
に

.
非
中
し

' 
て
、之
れ
を
.用
ふ

:

笫
n

t

二
怨
，

c

 

ニ
九

.)

ア
3

ス

ト

方

て

レ

ー

ス

經

濟

舉

の

議

 

ン
笫1-

號 

1

九
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一
 

l

o

v

.ア
-リ
ス
ヤ
ォ
宁
レ
丨
ス
經
濟
學
の
疑
點

 

笫
5

 

ニ
0

.

る
(:
^

:

_
ぎ
_

£

.ば

.
說
：_

パ0-
«

^

_

雛

な

，
るr

を
#

爲

た

る

が
爲
^
 

^

K

v

.

o
余
、か
サ
！
ア
レ
グ
ザ
ン 

省

丨
>

^」
N
.ン
ト
を

.引
-用
：
.せ
.
る
’
.

V

如
'き
も
、ア
ス
ス
ト

•
オ
テ
.レ

f

ス.
の’零
解
な
る

章
句
.に

對
す
る 

.K

ア
'タ
ス
ト
ネ

r

V

I
ス
'

學
：
考
の
解
釋

を
揭
げ
.て

讀

«:
‘

の
參
考
ー
に
供
し
た
る
に
過
ぎ
ず
。

事
の
r
序
'
に

1

言

す

可

：
し

。

：
：
久

6

き
以

.
前
，-
に
.：.於
い
.

て
.
福

，
田

陴

士

は

其

.

の「

ト

マ

ス

•
ダキ
ノ
の

經 

■

€-
_

中
に
-

於
.
.ぃ.

P

ア
.

ジ
ス
ト

I

ォ
テ
レ

.

!

ス
.

の
*

濟
行
爲
の
分

' 
類
之
揭

〕

.げ
ら
れ
た

.

り
o 

:
今
晋 

<

が
»

び
之
れ
琴
參

I

す
る
ハ
校
當

4

:

て
；
.
聊
か
、ず

»

に

：
1

む
は
繼

*

_

_

論
；文
中
に
揭
げ

'
6

^

:
 

た
“
%

分
類
^
嗔

 

J

b

w

^

t

£

:

0

':
.
-
T
h
e
、

p
o
l
i
t
i
c

 

ぬ o
f
'
A
r
i
s
t
o
t
l
e、

マ
千
八
西
八
十

2:

年
：版
嚷
ニ

 

■十
五
. 

H

0

-

%

p

o

p

s

i

s
 

o

f

s*
.
e v

a
r

o-
g'd

i
v
i
s
i
o
n
A

 

0
ゆ
巧
ボ

^

.

.<£
■
題
す
る
も

.

の
.に
巌
ら

 

I
 M

 

る
.

も
の
：

i
 

る
；̂、不 

肖
然
的

(

即
ち
狹

«

9

ネ
'

レ
マ
'チ

： -

ス
チ
ッ
ヶ
の
第
：

I
.

た
る
.
商
業

(

メ
タ
ブ
レ
チ
：ツ

.

ケ
d

’
j
;つ
'
に
分 

ち
へF

•

赵

H

ム.
•ポ
ソ
.
'ア
、顯

屋

：槳
、
二.
を
力
ァ
ビ
'

义
ツ
ケ
即

'
ち

海

漕

、陸
®

店
：寒

:*
#

舞
^

も
の

.
?
.錄
さ
 

れ
た
，る
こ

V

V
な
ヶ
。

メ
タ
ブ
.レ
チ

' 

ツ
ケ

(

^

3

せ
^

へ̂

)
は
、ア

y

ス
ト
'
束

美■
%:.

丨
：へ
ス
、€)
-用
へ
法
こ
從
へ 

ば
、「

不
自
然
、即
ち
狹
義
の
ク
レ
マ
チ
ス
チ

'

ツ
ヶ
«_
$

同
：義
に
し
七
、其
の

®

|

に
揭
げ
ら
れ
；た
る

「

商 

業
^

ェ
ム
，。ホ、

y 

z
t

T

r

f-a
®

ひ
は
力

.ヒ
ソ

ッ
-

ケ(

穴§
^

^

)

！2
?
し
’

て
、
^:

の
中
に

「

#

1

、座

_

电
賣

#

の
三
者
を
含
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